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2021年シンポジウム　「東日本大震災後10年を経た災害医療の変遷」

要 旨 【本災害の概要】2015年 9 月 9 日から11日にかけて台風18号の影響で関東・東北地方
に水害がもたらされた．茨城県常総市付近では， 9 月10日早朝より鬼怒川の数カ所で

越水や堤防からの漏水が発生し，堤防 1 カ所が決壊した．これにより常総市では鬼怒川と小貝川
に挟まれた広範囲が水没し，直接的な死者 2 名，災害関連死12名，負傷者40名以上の人的被害の
ほか， 2 つの病院，常総市役所本庁舎が浸水したのをはじめ，全半壊家屋5,000棟以上という甚
大な被害が生じた．【本災害のポイント】①線状降水帯というワードが広く知れ渡った．② 2 つ
の川に挟まれた部分が広範囲に浸水したため，陸路で浸水地点に全くアプローチできない特殊性
が生じた．③関東ブロックのDMAT（Disaster Medical Assistance Team）を要請した．④浸水
エリアに 2 病院存在し転院搬送を行った．⑤災害医療コーディネーターが実災害で初めて活動を
行った．⑥急性期はDMATを中心として医療活動を行い，その後，地域災害医療調整本部（現
在における保健医療調整本部）を設けて医療活動を継続した．
　上記ポイントを踏まえ，本災害について考察し報告する．
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は じ め に

　2015年 9 月 9 日から11日にかけて台風18号の影響
で関東・東北地方に水害がもたらされた．茨城県の
南部に位置する常総市付近では， 9 月10日早朝より
鬼怒川の数カ所で越水や堤防からの漏水が発生し，
堤防 1 カ所が決壊した．これにより常総市では鬼怒
川と小貝川に挟まれた広範囲が水没し，直接的な死
者 2 名，災害関連死12名，負傷者40名以上の人的被
害のほか， 2 つの病院，常総市役所本庁舎が浸水し

たのをはじめ，全半壊家屋5,000棟以上という甚大
な被害が生じた（図 1 ）．
　国立病院機構水戸医療センター（当院）は，県中
央部に位置する基幹災害拠点病院である．茨城県庁
まで 3 kmと近く，統括災害医療コーディネーター
とDMAT隊を複数有するため，災害時は茨城県庁
に早期に本部構成要員を派遣可能である．
　本災害においても発災後早期に災害医療コーディ
ネーター，DMAT隊を派遣し活動を開始するとと
もに，DMAT調整本部に並行して地域災害医療調
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